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装置の汚染除去に対するガイドライン 

 
 

1  目的 

1.1  本文書は，危険物質に曝されその後も生産での使用を意図される装置の汚染を除去するためのガイドラ

インを確立する。今後生産での使用を意図される装置には，再使用，再販売，修理，再生または再配置のため提

供される装置も含まれるがこれらに限らない。 

1.2  これらのガイドラインは，地域，州，国および国際的な規則および組織の方針を適切に考慮して，各場所

で適応されるべきである。 

2  範囲 

2.1  これらのガイドラインは，危険物質または毒物に曝され，人間の健康または環境に対する脅威となりうる装

置を輸送または再配置する準備に適用される。これらの活動には，シャットダウン，分解，除去，ラベル付け，およ

び輸送の前の包装が含まれるがこれらに限らない。 

2.2  これらのガイドラインは，汚染除去および汚染除去に関連して残留する危険の通知に関する文書化の最

低限の要求事項を記述する。 

2.3  同じ場所で，同じ用途に再使用されるよう指定された装置に必要な汚染除去のレベルは，その場所の「環

境，健康，安全組織」によって個別に査定してもよい。 

2.4  これらのガイドラインは，個々の状況による実際上の制限を認めた上で，輸送前の汚染除去を最大限確

保するため使用されるよう意図されている。 

3  参照文書 

なし。 

4  制限 

4.1  これらのガイドラインは，「寿命の終わり」に装置を最終処分する際の汚染除去要求条件を扱うことは意図

しない。 

4.2  これらのガイドラインは，以下のところから要求される適用条件に取って代わるものではない。即ち国際社

会，政府，設置現場，またはOEMである。 

5  用語 

5.1  汚染除去（decontamination） － 装置の内部または表面から汚染物質を除去すること。 

5.2  装置（equipment） － プロセスツール，薬品（液体またはガス）の制御および配分システム，付随的なサポ

ートシステム，構造，配管，ダクト，部品およびサブアセンブリ（例えば真空ポンプ，ポンプパッケージ，排水／排気

処理システム）。 

5.3  危険物質（hazardous material） － 化学物質または化合物であって，人間の健康または環境に危険また

は障害を及ぼすと，国際，国家，地区，または地域の適用法律または規則が定義し解釈したもの。 

5.4  健康への危険（health hazard） － 確立された科学原理に従って行われた少なくとも一つ以上の研究に基

づく統計的に有意の証拠が，それに曝されると急性または慢性の健康上の影響を人体が受けることを示す化学物

質。健康障害に含まれる化学物質には，発癌性，毒性，猛毒性の物質，生殖毒素，刺激物，腐食剤，感光剤，肝

細胞毒素，神経毒，造血系に作用する物質，および肺，皮膚，眼，または粘膜に作用する物質がある。 
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5.5  移転実施人（transferor） － 装置を物理的に保管しその移転に責任を持つ当事者。 

5.6  移転受入人（transferee） － 装置の物理的な保管を受け入れる当事者。 

6  責任 

6.1  装置の移転実施人はその責任において，当該装置に関連するすべての危険物質の除去および最小化

を移転または再配置の前に行う。ガイドラインの中で言及されない危険があるかもしれない。例えばまだ放出され

ていない電荷または機械的エネルギーである。多くの場合，化学物質による汚染は装置を破壊しないと完全には

除去できないと言われている。装置の移転実施人は，残留している可能性がある既知の危険をすべて移転受入

人に対し明確に識別するべきである。 

6.2  装置の移転実施人はその責任において，汚染除去プロセスで生じた残渣，廃棄物，およびスクラップにし

た部品／装置を，地域，州，国家，および国際社会の規制または基準に従って安全に取扱い適切に処理する。 

7  要員の安全 

7.1  査定および汚染除去の手順は，適切な訓練を受けて装備をした要員に限って実施されるべきである。 

7.2  何か特殊な手順をこのガイドラインに従うため使用する場合，事前承認を現場の環境，健康および安全

組織から汚染除去の前に取得するべきである。 

7.3  査定および汚染除去の手順には適切な保護具の要求条件を含むべきである。 

8  汚染除去に先立った装置の査定 

8.1  査定は，移転に先立ちすべての装置に対し実施されるべきである。装置の当初の査定は，装置の履歴を

考慮し外観検査をすべきである。当初の査定によって，装置がその使用期間中に危険物質に触れた可能性があ

ると判れば，詳細査定をする必要がある（図 1 の流れ図を参照）。 
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装置の履歴から見て

装置は汚染除去が必要か。

（8.3 項）

いいえ

外観検査から見て

装置は汚染除去が必要か。

（8.4 項）

いいえ

装置には，汚染除去が必要な

デッドゾーンがあるか。

（8.5 項）

いいえ

装置はパージを必要とするか。

（8.5 項）

いいえ

プロセスについての知識から，

装置は汚染除去が必要か。

（8.3 項）

どちらとも決めかねる

拭き取りサンプル及び／又は化学試験データ

から見て装置は汚染除去が必要か。

（8.5 項）

装置の汚染除去に先立って使用される

評価の流れ図

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

はい
装置は移転に先立って

汚染除去されるべきか。

（10.1 項）

いいえ

10 項及び 11 項に述べられた

ガイドラインが

この装置に適用される。

9 項及び 11 項に述べられた

ガイドラインが

この装置に適用される。

本文書中で述べられた

ガイドラインは現在，

適用されない。
 

図 1 
装置査定流れ図 

 

8.2  汚染除去に先立って，装置は，査定および汚染除去の作業に影響する異常または機能不全状態がない

か評価されるべきである。 

8.3  汚染除去は装置の使用期間中に危険物質に接触した可能性があるすべての個所で行うべきである。た

だしその個所が，この項で定めた基準から危険がないと判断された場合を除く。汚染除去されるべき個所は，外部

表面，分解せずに手の届く内部表面，通常操作で手の届く個所である。通常手の届かない個所については現場

の「環境，健康および安全」組織によって個別に取り扱うべきである。通常，取り外し可能な部品も清浄化が必要な

ことがある。 
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